
5，4一ジメチルアニリン’の濃縮廣試験成績鞭告書

t　　試験期間　　　昭和52年8月｛5日＾一日召和52年11月26日

2，　試　　料　　名　　　5，4一ジメチルアニリン（蝋石X一・259）

　　構造式　　　NH2

　　　　　　　　　　　　　　　CH3

　　　　　　　　　　　　　H3

　　　性状　縮疲9免89チ，顧点4＆9C
　　　　　　　　水分　0．09多　，　異性体　巳02，6（2，5一キシリジレ）

　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5，試験方法及び条件

　　雛蕪卜想一咋　…劔潮・…

　5．1　試験装置及び機器

　　色）　水系環境調節装置　　流　水　式

　　①）　ガスノロマトグラフ　　日本電子社製　」σC－20K1野IP型

　5．2　賦験条件

　五21　1L血試験

　　㈹試顧魚

　　　　ヒメダカ　平均体■　巳279、壇イヒ第二水銀検定合格熊蝦

　　　細端健二用水と廃水上1297－15056972）

　　（b）溶解法

　　　　50℃～60Cのイオン交換木に供試物質を瀞解して2500

　　　　騨（▼／▽）の原被を鋼製した。

こ2．2　濃縮度試験

　（1）外部消撫　止水状態でfOppm塩酸クロロテトラサイクリ

　　　　　　　　ン溶液で24時間薬浴を行った。

　（2）順　化25℃X2f日

　　　　　　　　　　　　　流水量一5791／日

　　　　　　　　（原液：希釈水　2mユ：4001皿）

　　　　　　　　　　　平均体長　約10cm

　　　　　　　　図一12，15参照

　　　設定理由　48時間TL血値12｛”n幸100Pヌロの
　　　　　　　　f　　　　　　l
　　　　　　　　Tδす及び1－000に設定した。

　　　設定値（単位P血吻）

　　「　’　　　　一↑
　　　　　　　　　供試物質劉

　　　　　　　　　　　毛。　　i

趣区．！＆！1■1

（c）試験温度　　25士2℃

＠結　果　　48時間TL通値｛2類μ（W／V）

㈲　外部消毒及び順化

（b）　試験水槽　　ガラス製　容　壷　1001

（o）試験魚　　　コイ　平均体重　約28g

＠）落飾法　　　5．2．1（b）に同じ

（e）試験温度　　25士2℃

（f）　試験水槽の溶存酸素

唇）水槽濃度

！ 供

1第1濃度区



実測値

表一1 憂縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppn平／v）
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＆25　分析試料の前処理

　　　←）魚　体

　　　　　　　区巫i』到

　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　1・体重測定
　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　l・細片化
　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　←10チ塩化ナトリウム溶液50ml

　　　　　　　　　　F。ホモジナイズ（10分間）
　　　　　　　　　　1．鞭

　　　　　　　　　よ匠呈拉麺（・一）
　　　　　　　　　　i←塩化ナトリウム　　2‘

　　　　　　　　　　順調艶，。謝・・回

i刈
　

四型ン層
　　巨財（無熾ナトリウム）

　　1・濃縮（ロ→リーター）
　　　・10皿工に定容

lGC試璽

　　　（b）試験水

　　　　　　　陣rヌ
　　　　　　　　　　1　　　　　　第1　　第2
　　　　　　　　　　1　　　　　　　濃度区　　濃度区

　　　　　　　　　　　・採水　　　　　250皿佃00皿1

　　　　　　　　　　　←塩化ナトリウム　259　　100g

．』＿土鑑識，跳）15鴨・2回

　　｛

1廻　　　　　　　　五一ヘキサン層　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　ヒ財（轍磁ナトリウム）
　　　　　　　　　　ド灘（ローヂリ』ψ卿一夕ー）

　　　　　　　　　　1・定容（25ml，10m1）
　　　　　　　　　　L～

　　　　　　　　墜」1

義2，4　分析条件

　　　ガスクロマトグラ7　日本電子社製　TGC－20KFP

　　　検　出　器　　水素炎イオン化検出器

　　　　充てん剤　 PEG－20H20炉【OH処理ノロモソルプ腎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW－1）HC8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80－100メゾシュ■

　　　　カラム　ガラス2㎜戸∫×1m

　　　　カラム温度　　140℃

　　　注入ロ温度　　250℃

　　　　キャリアガス　　　窒素

以下次頁に一続く



4，試験結果

　　　　　　表一一2　　濃　縮　倍　率
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　51　試験結果の表示について

　　機器の検出限界（図一2参照）は約25PPロである．魚体重

　　509・最終液量10岨，回収率ア5多と考えると

　　　　　　　　2．5
　　　　　　　　　　　　　≠“殖　　となウ
　　　　　　　80　　50
　　　　　　一　×　一一・
　　　　　　100　　10

　魚体中農慶で約1PP五が分析限界である。

　　第2農産区はナペてトレース（ピーク高さで旭血以下）で

　あったので　to
　　　　　　　一＝＝　「0
　　　　　　　．．引

す筋釦嚇以下表示とした。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上


